
ＰＴＡ総会開催 学校と家庭で力を合わせて
４月２2日（日）に参観授業とＰＴＡ総会を開催しました。日曜ということもあり多くの保護者が参加

されました。総会では、本年度の役員選出や、各部の活動計画と予算の承認、職員紹介などを行いまし
た。また、スローガンとして「充実したＰＴＡ活動にしよう」「豊かな心と生きる力を育み、時代に応え
るＰＴＡ活動を推進しよう」「子どもたちの健全育成をめざして、家庭での望ましい生活習慣を定着させ、
地域の活動にも積極的に参加させよう｣の三つを採択しました。保護者のみなさんには、一人一役として
全員に各委員会・部に所属していただき、１年間活動をしていただきます。２９３名の生徒一人一人の
より良い成長のために学校・家庭・地域が一体となった教育活動を推進していきましょう。
以下に今年度の主な役員を紹介します。（敬称略）

会長 ： 福岡 直樹 副会長 ： 野村松之輔 児玉 淳史 間宮 愛美 廣瀨 真理
書記 ： 佐藤 詠子 是澤 博子 会計 ： 重永 直子 監事 ： 林 健太郎 小松 真理
１年委員長 ： 前田 美樹 ２年委員長 ： 堀谷真由美 ３年委員長 ：齊藤 美沙
研修部長 ： 是澤麻奈美 生活指導部長 ： 岩切 和俊 広報部長 ： 横山 正文
保体部長 ： 山台 大作 環境整備部長 ： 中村 光男 給食部長 ： 野間口愛子
学校支援委員長 ：甲斐 重企 家庭教育学級長 ： 村崎 恭子
南高鍋代表 ： 鈴木 香奈加 蚊口代表 ： 児玉 恵美 菖蒲池代表 ： 久保千賀子
道具小路代表 ： 横山 薫 町 代表 ： 黒木 美希 高鍋西代表 ： 稲田 貴代

東 中 生 文 武 に 活 躍

2018明光義塾杯UMK中学生サッカー選手権大会 ４月22・29日（日・土）

高鍋東中学校 サッカー部 ： ベスト１６

第３５回児湯・西都中学生ソフトテニス団体戦大会 ４月２９日（日）

高鍋東中学校 女子ソフトテニス部 ： 準優勝

高鍋町体育協会 ス ポ ー ツ 優 秀 賞 ４月２５日（水）

高鍋東中学校 ： 西吉 栞汰 くん（陸上100m）

母の愛は 海より深し 山よりも高し
５月の第２日曜は母の日です。私には今年８２歳になる母がいます。私が小学校５年の時に父が病死

したため、それ以来母は一人で私と妹を一生懸命に育ててくれました。二人の子育てのために多くを費
やしたような母の人生です。その母が今年､２か月の入院の後に５月から老人保健施設に入所することに
なりました。私と妹そして母にとって大変辛い決断でしたが、先日の連休も何度となく会いに行く度に、
いつも笑顔で接してくれる母の様子を見ると、今後のためにより良い選択であったと考えています。
元気なうちに親孝行をしなければといつも考えていましたが、これまで大したこともせずに本当に申

し訳なく後悔をしています。また、若い頃は母が作ってくれる料理をおいしいとはあまり思いもしなか
ったのですが、最近は母の味の煮物や汁物などがとてもおいしかった、また食べたいと思うこの頃です。
中学生にとっての親孝行はどんなことでしょうか。親に感謝の言葉を伝えたり、お手伝いをしたりす

ることなど、その形は様々ですがどれもすばらしいことだと思います。また、子どもが笑顔で話してく
れる、目標をもって元気に頑張っている、好きなことを楽しんでいるなど、どれも親にとってはとても
うれしく、日々の親孝行なのかもしれません。最近読んた本に次のような話があり感動しました。

俺の家は貧乏だった。運動会の日も、授業参観の日さえもオカンは働きに行っていた。
そんな俺の15歳の誕生日、オカンがうれしそうに俺にプレゼントを渡してくれた。ミチコロンドンのトレーナーだった。俺はあ

りがとうと言いつつも、恥ずかしくて着られないな、と内心思っていた。
その夜考えていた。差し歯を入れるお金もないオカン、ぜいたくはせず、手はかさかさで、化粧なんて当然していない。こ

んなトレーナー買うくらいなら他の事に使えよ･･･。
そんな事を考えながら、昔のアルバムを見てみたくなった。若い時のオカンが写っている。えっ！俺は目を疑った。まるで

別人だった。きれいに化粧をし、健康的な肌に白い歯をのぞかせながら笑っている美人のオカンがいた。俺は涙が止まらな
くなった。俺を育てるために女を捨てたオカン。ミチコロンドンのトレーナーを腕に抱き、その夜は眠った記憶がある。
それから少しばかり時は流れ、俺は高校卒業後の進路を考えなければいけない時期になっていた。大学進学はとっくに

あきらめていた。 学校で三者面談が行われた時、オカンが先生に向かって言った。「大学に行かせるにはいくらお金が掛か
るのですか？」。俺は耳を疑った。びっくりしている俺を横目に、オカンは貯金通帳を先生に見せて、「これで行けますか？」
と真っ直ぐな眼で先生を見つめた。
それから俺は死にものぐるいで勉強し、大学に合格することができた。
郷里を離れる際、オカンが俺に真っ赤なマフラーを渡してくれた。学費をかせぎながらの大学の生活は苦しくもあったが、
マフラーを見ると元気が出た。
それから時は流れ、会計士になった俺は来年の春結婚する。そして生活を共にする。俺と最愛の妻と最愛の母とで。なん

としても二人を守ってみせる。色あせたトレーナーとほつれたマフラーを目の前にして俺はそう誓った。サンキュー、オカン。


